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み
ん
な
で
と
し
よ
り
の

し
あ
お
せ
を
築
こ
う

日太人の平均寿命は
､終戦も

子

ど
も
も

、
み

ん
な
が
こ
ぞ
っ

て

老
後

の
健
康
と
し
あ
わ
せ
を
確

保

し
、
ま

た
、
協
力
し
あ
っ
て
平

和

な
家
庭

、
明
る
い
社
会
を
つ
く

ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

老
人

の
し

あ
わ
せ
の
た
め
に
、

○
…
わ
が
国
見
町
で
は
、
去
る
五

日

、
全
町
一
つ
に
し
た
敬
老
会

を
催
し
た
。
数
え
年
七
〇

才
以

上
の
老
人
六
四
七
人
の
う
ち
三

六
〇
人
の
出
席
あ
り
、
婦
人
会

員
一
〇
五
人
が
出
動

し
て

、
余

興
や
接
待
に
サ
ー
ビ
ス
こ
れ
努

め
、
圸
区

別
催

う
し
に
は
見
ら

れ
な
い
ふ
ん
い
き

が
あ
っ
た
。

○
…
県
で

は
と
し
よ
り
の
日
を
祝

っ

て
満
八
八
才
以
上
の
高
令
者

の
方

が
た
に
敬
老
年
金
を
支
給

し
、
又
わ
が
国
見
町
で
は
、
満

八
〇

才
以
上
の
方
に
対
し
、
年

金
を
贈
っ
た
。

県
よ
り
の
年
金
支
給
者
氏
名

玉

手

タ
ッ
　

九
四

才
西
大

枝

鈴
木
直
吉
　

九
二
　

川
内

鴨
田
太
記
　

九
一
　

内
谷

佐
野
久
右

工
門
九
一
徳
江

新
井
文
翁
　

八
八
　

西
大
枝

町
よ
り
の
年

金
支
給

者
数

地
区
別

男
　
　
女
　
　
計

藤
田
　
一
五
　
二
二
　
三
七

小
坂
　
　
八
　
　
九
　
一
七

森
江
野
　
六
　
　
九
　
一
五

大
木
戸
　
八
　
一
一
　
一
九

大
枝
　
　
七
　
一
〇
　
一
七

計
　
四
四
　
六
一
一
〇
五

○
：
渝

庭
と
社
会

に
お
け

る
と
し

よ
り
の
立
場
を
理
解
し
、
尊
敬

さ
れ
、
愛
さ
れ
る
老
人

と
な
る

た
め
に
、
老
人

ク
ラ

ブ
を
つ
く

つ
て
勉
強
し
て
も
ら
い
た
い
と

当
局

で
は
望
ん
で
い

る
。

県知事選挙投票率調

○
１等賞金2000 円 ◎ 2 等賞金　1000円

０３等賞金　500 円　●特 別 賞　500 円
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農
業
近
代
化
資
金
を

利

用

し

ま
し

よ

う

こ
れ
か
ら
の
農
業

の
あ
り
方

を
示

す
「
農
業

基
本
法
」
の
骨

子
の
一
つ
に
「
農
業
構
造
の
改

善
」
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

そ
し

て
そ
の
具
体
的
施
策
と
し

て
‐１
農
業
近
代
化
資

金
助
成
法
」

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
今
度
の

臨
時
国
会
に
提
案
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
法

律
で

は
、
こ
れ
ま
で
融
資
さ
れ

た
農
業
改
良
資
金
（

そ
の
内
の

施
設
資
金
）
お
よ
び
有

畜
農
家

創
設
資
金
の
貸
付
対

象
で
あ
っ

た
も
の
が
ふ
く

ま
れ

、
そ
の
限

度
額
も
最
高
二
〇
〇
万
円
の
多

頏
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
資

金
制
度

の
具

体
的
内
容
は
国
会

通
過
後
明
確
に
さ
れ
る
も
の
で

あ
り

、
そ
れ
ま
で
の
っ
な
ぎ
資

金
と
し
て
、
各
農
協
が
資
金
を

出
し
て
。い
て
く
れ
る
こ
と
に
な

つ
て
肌
り
ま
す
の
で
、
こ
入
用

の
方
は
皆
様
の
農
協
に
申
し
出

て
下
さ
い
。

尚
法
の
制
定
と
同
時
に
そ
の

資
金
が
読
み
替
え
ら
れ
、
県
よ

り
債
務
保
証
、
利
子
補
給
が
な

さ
れ
ま
す
。
皆
様
大
い
に
活
用

さ
れ
、
他
産
業
と
均
衡
の
と
れ

た
楽
し
み
と
希
望
の
も
て
る
農

業
、
即
ち
安
定
し
た
農
業
を
一

日
も
早
く
簗
か
れ
る
こ
と
を
祈

り
ま
す
。
次
に
農
業
近
代
化
資

金
の
種
刈
と
陷
這
、
利
率
等
に

つ
い
て
記
し
ま
す
。

記

一

、
長
舎
・
畜
舎
・
蚕
室
・
蘂

た
ば
こ
乾
燥
室
・
た
い
肥
者

サ
了

口
・
た
い
肥
盤
・
貯
㈹

そ
う
・
果
樹
褓
・
電
気
放
さ

く
・
農
畜
産
物
処
理
加
工

施

設
・
味
道
・
排
水
施
設
・
濯

水
施
設
・
農
畜
産
貯
歳
施
設

農
業
生
産
資
材
製
造
施
設
・

ふ
卵
育
す
う
施
設
・
き
の
こ

栽
培
施
設
・
家
畜
診
療
施
設

の
改

良
・
造
成
又
は
取
得
に

必
要
な
資
金

貭
還
期
限
　

十
年

（
農
業
協
同
組
合
・
農
業
協

同
組
合
連
合
会
・
法
人
に
貸

付
け

ら
れ
る
も
の
十
五
年
）

据
置

期
間
　

三
年

利
率
　

年
七
分
五
厘

二
、

原

動

機

・

揚

排

水

用

機

具

耕

う

ん

整

地

用

機

目
∵

育

成

管

理

用

機

目
∵

肥

料

用

磯

具

病

中
‥
虫

防

除

用

機

ロ
ペ
・

収

匯

調

整

用

機

目
一
、
・

農

畜

産

物

処

理

加

工

用

機

具

・

帝

産

用

機

具

・

八

蚕

川

機

其

又

は

運

搬

用

機

其

の

取

得

に

要

す

る

資

釡似

迷

期

限
　

七

年

（

農

業

協

同

組

合

・

農

業

協

同

組

合

迎

合

会

・
．
法

人

に

貸

付

け

ら

れ

る

も

の

に

十

年

）

松

置

期

間
　

二

年

利
率
　

年
七
分
五
厘

三
、
果
樹
・
オ
リ
ー
ブ
樹
・
荼

樹
又
は

ホ
ッ

プ
の
植
栽

に
要

す
る
資
金

旧
還
期
限
　

十
年

崔
置

期
限
　

三
年

孚
利
率
　

七
分
五
厘

四

、
牛
・
馬
・
め
ん
羊
・
山
Ｔ

又

は
脈

の
脳
入

に
必
嘆
な
資

金回
還
期
限
　

五
年

据
置
期
限
　

二
年

年
利
率
　

ヒ
分
五
川

五
、
耕
地
防
風

林
の
造
成
に
要

す
る
資
金

澂
雌
期
限
　

十
年

据
置
期
間
　

二

年

年
利

率
　

五
分
五
堅

六
、
農
林
大
臣

の
定
め
る
規
模

を
こ
え

な
い
規
模
の
農
地
又

は
牧
野

の
改
良
乂
は
造
成
に

必

荷
な
資

金

雌
這

開
限
　

十
年

据
置
期
間
　

二ヽ
年

年
利
率
　

五
分

（

経

済

課

）

知事選

投
票
率
管
内
第
一
位

男

を

上

ま

わ

る

女

の

成

績

八
月
十
一

日
に
行

わ
れ
た
県
知
事
選
挙

は
、
三

党
共
同

推
せ

ん
な

ど
の
為
、
戦
わ
ず
し
て
既

に

勝
敗
が
き
ま
つ
て
い
る
と
い
う
の

で
、
選
挙
熱
が
あ
が
ら
ず
、
有
吏

以
来
の
棄
権
率
を
示

す
の
で

は
な

い
か

と
当
局
者

を
心
配

さ
せ
て
い

た
。
そ
れ
で
、
県
並
に
各
市
町
村

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
こ

ん

ど
設
け
ら
れ
た
公
明
選
挙
推

進
員

と
協
力

、
い
ろ
い
ろ
ち
え
を
し
ぼ

っ
て
棄
権
防
止
に
努
め
た
。
そ

の

か
い
あ
っ
て
か
各
地
と
も

、
予
想

を
う
ら
ぎ
っ
て
よ
い
成
績

を
あ
げ

特
に
伊
達
事
務
所
管
内
は
、
県
平

均
七
〇
％

を
は
る
か
に
上
ま
わ

る

八
〇

、
ニ

ー
％

を
あ
げ
、
県
下
第

三
の
成
績

で
あ
っ

た
。
そ
の
う
ち

で
も
わ
が
国
見
町

は
、
八
六
、
二
九

％

と
管
内

第
一
の
成
績
を
示
し
、

関

係
者
よ
ろ
こ
ば
せ
て
い
る
。
特

に
女

の
投
票
率
が
男
を
上
ま
わ
っ

た
と
い
５

こ
と
は
、
県
下
で
も
珍

し

い
こ

と
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

熊
坂
善
七
氏
ど
事
努
局
長
早
田

盛

氏
は
口
を
そ
ろ
え
て
次
の
よ
う
に

語
っ
た
。

「
時
あ
た
か
も
酷
暑
、
且

つ
養
蚕

の
ま
っ
盛
り
で
あ
る
の
に
も
か
か

わ
ら
ず
こ
の
よ
う
に
よ
い
成
績
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
部

落
長
さ
ん
を
中
心
に
、
消
防
団
や

婦
人
会
の
方
方
が
一
致
協
力
し
て

お
骨
折
り
下
さ
っ
た
た
ま
も

の
で

あ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
が
選
挙

の
大
切

な
こ
と
を
自
覚
さ
れ
、
進
ん
で
ご

協
力
を
い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
あ

り
ま
す
。
特

に
、
お
と
し
よ
り
の

方
、
ご
病
人

の
方

、
出
稼
ぎ
中
の

方
な
ど
、
万
難

を
排

し
て
投
票
所

に
お
い
で
下

さ
い
ま
し
て
、
ま
こ

と
に
感
謝
に
た
え
ま
せ
ん
。
お
か

げ
さ
ま
で

、
伊
達
管
内
第
一
位
、

県
下

で
も
有

数
の
成
績
を

あ
げ
得

ま
し
た
こ
と
を
皆

さ
ん
と
共
に
大

い
に
喜
び
た
い
と
思

い
ま
す
。
」

山
崎
母
の
会
で

戦
死
者
の
墓
参

山
崎
南
毋

の
会
で
は
、
八
月
二

十
四
日
（
旧
盆
）
全
会
員
そ
ろ
つ
て

戦
死
者
の
墓
ま
い
り
を
し
、
公
民

舘
で
戦
死
者
を
し
の
ぶ
余
を
開
い

た
。
久
し
ぶ
り
で
し
き
夫
や
子

と

も
の
思
い
で
詒
に
花
を
咲
か
せ
、

み
仏
を
ま
っ
る
に
ふ
さ
お
し
い
行

事
を
よ
ろ
こ
び
あ
っ

た
。
附
、
夜

は
家
族

一
同
打
揃
っ
て
映
画
鑑
賞

を
し
た
’、

【
写
真
一

は
記
念
撮
彫

９

に
・

国
民
年
全

に
つ
い
て

理
在
国

民
年
金
に
加
入
届
出

を
し
て
な
い
人
は
ど
ん
な
収
扱

い
に
な
る
か
。

他

の
陂
川
者

年
金
に
加
入
し

て
な
い
満
二

十
才
以

上
の
人

は

義
捐
的
に
こ

の
国
民
年
企
に
加

入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
本

年
四

月
か
ら
の
保
険
料

は
滞
納

と
な
り

、
途
中
で
事
故

が
あ
っ
た
場
合
（
け
が
し
て
傷

害
年

金
に
該
当

す
る
場
合
や
夫

の
死

亡
に
よ
り
母
子
年
金
に
該

当
す

る
場
合
）
に
も
補
完
的
福

祉
年

金
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
せ

ん
し
、
七
十
才
か
ら
の
老

令

福
祉
年
金
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
罰
則
規
定
は
あ

り
ま
せ

ん
け
れ
ど
も
、
厚

生
省

で

は
あ
く
ま
で
も
皆
さ
ん
の
理

解
と
な
っ
と
く
の
上
届
出
さ
れ

る
よ
う
望
ん
で
お
り
ま
す
。

国
民
年
金
に
加
入
は
し
た
も

の
の
、
保
険
料
を
納
め
る
余
裕

の
な
い
場
合
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
で
し
ょ
う
か
。

国

民
年
金
は
国
民
全
部
を
対

象
と
し
た
た
め
、
加
入
は
し
た

が
保
険
料
を
納

め
ら
れ
な
い
人

が
相
当
お
り

ま
す
。
そ
の
人

た

ち
の
た
め
に
保

険
料
の
免
除
制

度

が
あ
り
、
生
活
保
護

を
受
け

る
瞿
度
の
人
は
法
定
免
除
、
所

得

が
少
な
い
と
か
、
家
庭
の
事

臂

に
ご
っ
て
納
付
の
困
難
な
人

は
、
听

請
免
除
と
な
り
ま
す
。

申

請
免
除

は
、
一
応
事
情
を
き

い

て
県

に
申
請
す
る
こ
と
に
な

り

ま
す

が
、
む
ず
か
し
い
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
遠
慮
な

く

申
出

て
下

さ
い
。
滞
納
に
し

て
お
く

こ
と
は
不
利
と
な
り
ま

す

の
で
、
あ
く
ま
で
も
免
除
を

受
け
て
下

さ
い
。

他

の
被
用

者
年

金
に
加
入
し

て
い
た
人

が
誤
っ
て
国
民
年
金

に
加
入
し

た
場
合
は
ど
５

な
り

ま
す

か
。

二
重
加
入

は
で
き
な
い
の
で

国
民
年

金
の
方
は
や
め
て
頂
き

一
一
重

に
納

め
た
保
険
料
は
還
付

す

る
こ
と

に
な
り
ま
す

。

第８ 圓

町
民
体
育
大
会

豊

作
と
屋

体
完

成
を
祝

い

町

ぐ

る

み

の

ス

ポ

ー

ツ

町
村
合
併
と
共
に
発
足
し
た
わ

が
町
民

体
育
大
会
も
こ
こ
に
八
回

を
か
ぞ
え
、
名
実
共

に
わ
れ
ら
の

ス
ポ
ー
ツ
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
祭
典

と
し
て
町
民
に
し
た
し
ま

れ
、
年

ご
と
に
そ
の
参
加
者
を
増

し
、
他
町
村
か
ら
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。

今
年

は
、
更
に
そ
の
趣
旨
を
碌

底

し
、
県
北
一
の
屋

体
完
戊
と
七

年
つ

づ
き
の
大
豊
作
を
祝
う
た
め

に
、
次
の
要
項
で
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ん
、

奮
っ
て
ご
参
加
下

さ
い
。

Ｉ
－

要
　

項
－

―

Ｏ

期
日
…
…
十
月
八
日
（
日
）

雨
天
の
際
は
十
五
日
と
す

る

０

会
場
…
…
藤
田
小
学
校

○
採
点
…
…
し
な
い
。
し
た
が
つ

て
綜
合
陪
腕
な
と
き

め
な

い

劭
賞
・：
○
蟶
血
賞

（
入
賞
者

）
　

○

燉
斗
賞
（
等
外
者

）
　

Ｏ
技
能
賞
（
跳
り
や
ダ

ソ

ス
そ
の
他
の
演
技
者
）

○
参
加
言
（
五
方
部
に
）

○
種
目
…
…
Ｘ
に
ｆ右
男
女
そ
れ
ぞ
れ

向
く
も
の
か
雌
び
、
誰
が
見

て
嶌
而
白
く
、
や
れ
ば
な
お

面
白
い
、
そ

し
て
町
民
で
あ

る
か
ぎ
り
誰
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
る
、

◇
一
般

○
元
○
μ

○
一
〇
〇
口

○

マ
ラ
ソ

ン

○
輪
廻
し
（
男
）

○

ス
プ
ー
ン
レ
ー
ス
（
女
）

○

お
し
ど
り
レ
ー
ス

○

職
場
リ
レ
ー

○

部
落

リ
レ
ー

◇
婦
人
会
（

婦
人

学
級
を
含
む
）

○

家
族
合

せ

○

ボ
ー
ル
送
り
（
紅
白
対
抗
）

○
水
素
爆

弾

○
玉
入
れ
（

方
部
対
抗
）

○
民
踊
（
北
か
ら
南
ま
で
・
子

宝
音
頭
・

う
か
れ
盆
哄
）

◇
青
年
団
（

青
年
学
級
を
含
む
）

○

農
産
加
工
（
皮

む
き
競
走
）

○

リ
レ
ー
（

各
部
対
抗
・
方
部

対
抗
６
男
・
女
）

○

す
ず
め
追
い
（
方
部
対
抗
）

○

満
員
電

車
（
紅
白
対
抗
）

○

ダ
ン
ス

◇
消
防
団

○
出
動
競
争

○

リ
レ
ー
（
分
団
対
抗
）

◇
そ
の
他

Ｏ

剣
友
翕
・：
剣
道

○
郷
友
会
…
銃
釧
道

○
部
落
長
・
納
税
組（
‥
長
…
輪

廻
し
・
ビ
ン
つ
り

○
譲
会
・：
委
員
会
リ
レ
ー

○
米
賓
…
愉
廻
し

○

糾
介
綱
引

○
方
部
・
団

体
の
特
別
演
技

○
参
加
申
込

○
団

体
関
係

は
各
＝
体
長
か
ら

連
合
団

体
長
を
通
し
て
木

部

へ○
職
場
や
部
落
対
抗
は
そ
れ
ぞ

れ

の
長
か
ら
木
部
へ

○
一
般
は
肖
日
会
場
で
呼
出
す

か
ら
速
か
に
出
場
す

る
。

（

以

上

）

○

完

納

で

明

る

い

我

が

家

我

が

部

落
…
…
…
九

月

三

十

日

は

固

定

資

産

税

第

三

期

の

納

期

で

す

く
に
み



夏

休

み

の

話

題

を

拾

う
宀

藤田小

子
供
会
を
育
て
る

補
導
委
員
の
は
た
ら
き

児
童
逹

に
と
っ
て
夏
休
み
ほ
ど

楽
し
い
も
の
は
な
い
。
み
ん
な
そ

ろ
っ
て
の
臨
酊

学
校
や
高
山
瘋
物

採
集
、
宿
泊
講
習
な
ど
の
学
校
行

事
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
小
集
団

の
子
供
会
、
方
部
子
供
会
の
数
数

の
楽
し
い
プ
ラ
ソ
は
、
一
日
千
秋

の
思
い
で
待
た
れ
た

ブ
て
し
て
休

み
に
入
る
前
に
ま
ず
学
校
で
方
部

児
童
会
を
開
き
、
校
外
生
活
で
守

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
ら
を
話
し

合
い
、
ま
た
各
部
落
で
は
抽
崕
委

員
が
中

心
に
な
っ
て
、子
供
ｙ
一
父
兄

の
合
同
相
談
会
を
開
き
、
子
供
た

ち
の
計
画
を
検
討

し
た
補
導

委
員

や
父
兄

た
ち
は
、
子
供

た
ち

の
自

主
性
を
伸

ば
す
こ
と
に
心
が
け
、

物

心

両

面

か
ら

の
協
力

を
工
夫

し
、
常
に
子
供
の
心
の
支

え
に
な

っ
て
や
る
こ
と
に
し
た
。
そ

れ
が

た
め
、
各
部
落
と
も
、
も
り
た
く

さ

ん
の
計
画
が
い
ず
れ
も
り
っ
ぱ

に
実
行
で
き
た
。

各
部
落
子
供
会
の
主
た
る
行
事

を
あ
げ
て
み
る
。
　
　
　
　
　
　

。

宮
町
北
・：
ラ
ジ
オ
体
操
会
、
親
子

ソ
フ
ト
試
合
、
写
生
会
、
親
子

。
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
会
（

研
修

所
）

宮
町
南
…
ラ

ジ
オ
体
操
会
、
写
生

会

、
勉
強
会
、
楽
し
み
会
、
（

イ
キ
ン
グ
、
飯
坂
見
学

、
浄
水

揚
見
学

本
　

町
：
彡

ジ
オ
体
操
会
、
勉
強

会

、
写
生
会
、
町
内
清
掃

、
飯

坂
見
学

大
町
南
：
こ
フ
ジ
オ
体
槻
会
、
写
生

会

、
道
路
清
掃

、
親
子
ソ

フ
ト

試
合
、
親
子
サ
イ

ク
リ

ン
グ
、

親
子
楽
し
み
会
（
研
修
所

）、
飯

坂
見
学

、
鞅
画
会
、
幻
灯
会

大
町
北
…
ラ

ジ
オ
体
操
会
、
勉
強

会

、
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ

ン
会
、

飯
坂
見
学

銷
　

町
：
こ
フ
ジ
オ
体
操
会
、
公
園

清
掃
、
親
子
楽
し
み
会
（
半
田

山
）

駅
　

前
：
ラ

ジ
オ
体
操
会
、
道
路

清
掃
、
親
子
ソ
フ
ト
試
合

、
ド

ッ
チ

ボ
ー
ル
試
合

町
　

東
…
勉
強
と
楽
し
み
会
（
研

修
所
）

鶉
　

町
…
ラ

ジ
オ
体
操
会
、
写
生

会
、

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
会

、

学
習
会
、
神
社
清
掃

石
母
田
・：
ラ
ジ
オ
体
操
会
、
学
習

会
、
図

画
展
覧
会

山
崎
北
・：
ラ
ジ
オ
体
操
へ
气

勉
強

会
山
崎
南
：
彡

ジ
十
体
操
公
、
勉
強

会
、
勉
強
と
レ
ク
の
会
（
研
修

所
）
、
親
子
映
画
会

板
　

橋
・：
映
画
会

、
紙
芝
川
ニ

フ

ジ
オ
体
操
会
、
写
生
余
、
熱
帯

植
物
園
見
学

【
写
真
は
】
　
た
の
し
い
林
間
で

の
お
食
事

大木戸小

高
校
生
の
水
死
に

徹
底
し
た
水
泳
対
策

を

考

え

る

プ
ー
ル
の
森
江

野
に
比

べ
て
あ

ま
り
に
も
対

象
的
な

の
は
大
木
戸

で
あ
る
。
。山

登
り
は
そ
こ

に
山
が

あ
る
か
ら
登
る
の
だ
と
い
う
が
、

大
木
戸
に
は
二
十
い
く

つ
の
溜
池

が
あ
る
。
川

の
な
い
村

の
子

ど
も

に
と
っ
て
、
こ
れ
は
何
よ
り

の
魅

力
で
あ

る
。
沼
は
危
険
で
あ
る
と

い
う
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
地
区
民

の
誰
で
も
が
感
じ
て
い
る
こ

と
で

あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
子

ど
も

た
ち
は
親
の
目
を
か
す

め
学
校
の

禁
を
お
か
し
て
こ
の
沼
で
泳
ぐ
。

「
こ
と
し
こ
そ
無
事
故
で
」
と

の
願
い
を
こ
め
て
夏

休
み
に
入
ろ

う
と
し
た
と
た
ん
、
い
た
ま
し
い

高
校
生
の
水
難
事
故
が
起
っ

た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
防
犯
協
会
で

は
緊

急
協

議
会
を
開
い
て
対
策

を
ね
っ

た
。

先

ず
地
区
内
外
に
散
在
す

る
溜
池

で

の
水
泳
を
全
面

的
に
禁
止
し
、

小
河
川
に
水
遊
場
を
造
設
す

る
こ

と
で
あ
っ

た
。
折
か
ら
の
農
繁

期

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
各
部
落

毎
に

一
日
奉
仕
で
資
材
を
持
ち
寄
り
、

小
川

を
せ
き
と
め
て
水
遊
場
を
作

る
一
方
、
各
池
沼

に
は
そ
れ
ぞ
れ

監
視
員

を
お
い
て
禁
止
の
徹
底
か

は
か
っ

た
。
ま
た
万
一
に
備
え
て

水
難
救
助

の
研
究
会
を
開

い
た
。

キ
ャ
ン
プ
は
数
年
前
か
ら
夏
休

み
の
施
設

と
し
て
や
っ
て
き

た
大

木

戸
小
の
名
物
の
一
つ
で

あ
る
。

こ
と
し
も
例
に
ょ
っ
て
半
田
山
で

五
六
年
男
女
全
員
参
加
で

実
施
し

た
。
ま
た
児
童
会
の
全
体
計
画
、

学
級
計
画

の
他
に
両
親
教
育
の
た

め
の
部
落
懇
談
会
は
、
映
画
を
倭

た
の
し
い

キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー

つ
で
ま
こ
と
に
効
屎
的
な
も
の
で

あ
っ
た
。
親
の
関
心
が
い
ち
ば
ん

子

ど
も
の
教
育

に
向
け
ら
れ
る
夏

匯
み
の

期
間

は
、
両
親
教
育
の
チ

ャ
ン
ス
で
も
あ

る
わ
け
だ

）

長
い
夏
出
み

を
終
え

た
と
き
、

佐
藤
校
長
先

生
は
、
事
故
防
止

と

校
外
補
導

の
た
め
に
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
地
区
民
に
心
か
ら
の
感

謝
の
こ
と

ば
を
送
っ
て
い
る
。

コ

昨
日
の
始
業
式
に
は
、
児

童
全
員

ま
っ
黒
に
日
焼
け
し
た

元

気
な
姿
で
登
校
し
て
く
れ

。

新
た
に
感
謝
の
気
持
ち
か
わ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
新
聞

紙
上

で

学
竃

の
事
故
を
見
る
た
び
に

「
う
ち
の
学
校
で
は
…
…
」
と

心
配
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の

心
配
も
す
っ
か
り
解
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
毎
年
毎
年
、
皆

様
方
の
熱
心
な
ご
協
力

に
よ
り

校
外
補
導
の
実
績
が
向

上
し
、

一
同
今
更
な
が
ら
各
位
の
ご
熱

意
に
対
し
有
難
く
感
謝
申
Ｌ
上

げ
ま
す
」

そ

れ
に
し
て
も
、
こ
の
心
配

を
全

く

解
消
し
て
、
そ
の

予
不
ル
ギ
・
ｊ

を
他

の
積
極
的
な
教
育
の
面

に
そ

そ

い
で
も

ら
う
た
め
に
私

、
一
日

も
早
く

プ
ー
ル
を
作
っ
て
も
ら
い

た
い
も
の
で

あ
る
。

森江野 小

プ
ー
ル
中
心
の
生
活
指
導

効
果
的
座
リ
ー
ダ
ー
講
習

森

江
野
で

は
、
プ
ー

ル
が
で
き

た
こ

と
が
、
何
物

に
も

代
え
ら
れ
な
い
大
き
な

収
纐
で
あ

る
と
、
地
区
民

を
あ
げ
て
喜

ん
で

い
る
。
と
い
う

の
は
、
小
学
校
・

同
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
計
画
で

は
「
こ
の
夏

休
み
は
、
水
泳
ソ

ー
ル
巾
心
の
生

活
指
導

を
し
よ
う
」

と
い
う
こ
と

で
始
め
ら
れ
た
。

先

づ
、
四
〇

余
り
の
単
位
子
供

会
毎
に
水
泳

ぎ
に
や
っ
て
く
る
。

「
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
朝
の

勉
強
が
す
ん
だ
か
ら

午
前
中
に
プ

ー
ル
に
い
っ
て

く
る
よ
’・
」
と
家

を
出
て
く
る
。
田
畑
で
働
く
親
さ

ん
た
ち
も
、
そ
れ
で
水
難
事
放

な

ど
の
心
配
が
な
く
安

心
し
て
仕
収

に
精
を
出
す
。

Ｐ
Ｔ
Λ
の
役
員

も
、
川
み
中
に

一
回
ず
つ
プ
ー
ル
当
番

を
や
っ
た

だ
け
で
、
昨
年
ま
で
の
よ
う
に
、

小
川
を
せ
き
と
め
て
の
一
水

遊
び

塲
」
つ
く
り
や
、
匯
み
の
う
ち
に

忙
し
い
暑
い
と
こ
ろ
を
、
何
回
も

水
遊
び
塲
の
監
視
を
し
な

卜
で
す

ん
だ
。

学
校
で
は
、
夏
休
み

に
入
る
日

七
月
二

十
日
午
後

か
ら
、
夏
匯
み

の
生
活
指
導
に
つ
い
て
方
部
毎
に

親
子
集
会
を
開

い
て
、
徹
底
的
に

話
し
あ
っ
た
。
続

い
て
二
十
二
日

人
工
呼
吸
法
・
水
難
救
助
法
講
習

会

並
び
に
水
難

事
故
・
農
薬
事
故

防
止
協
議
会
を
開

い
た
。
鵞
っ
だ

の
は
、
消
防
団
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
方
部

委
員
・
青
少
年
補
導
委
員
・
児
童

委
員
・
婦
人
会

役
員
・
青
年
団
役
員

・
小
学
校
校
外
子

供
会
長
で
、
こ

れ
で
備

え
は
じ
ゆ
う
ぶ
ん
と
い
う

と
こ
ろ
。

Ｐ
Ｔ
Ａ

を
は
じ
め
地
域
の
方
方

が
こ
の
協
力

ぶ
り
だ
か
ら
学
校
も

安
心
で
『

お
か
げ
様
で

休
み
中

の

児
童

の
生
活
は
何
の
問
題
行
動
も

な
か
っ

た
。
お
ま
け
に
、
地
区

内

の
県
北
中
学
生
も
、
午

后
三
時

か

ら
は
森
江
野
の
プ
ー
ル
に
入
り
、

こ
れ
ま

た
大
喜
び
、
小

学
校
と
中

学
校
と
う
ま
く
結
び
つ
き
、
仲

よ

く
生
活
で
き
た
。

し
か
も
、
学
校
で
は
長
期
の
休

暇
中
で

あ
る
か
ら
、
何
と
い
っ
て

も
校
外
子
供
会
の
リ
ー
ダ
ー
の
活

動
が
大
切
と
い
う
考
か
ら
、
八
月

十
一
・
十
二
・
十
三
日
の
二
泊
三
日

で
、
学
校
に
泊
り
込
ん
で
の
六
年

生

中
心
の
子
供
会
リ
ー
ダ
ー
講
習

会

を
臾
施
し
た
。
朝
の
学
習
や
炊

事
当
番
・
歌
や
ゲ

ー
ム
や
小
集
団

の
遊

び
か
た
・
プ

ー
ル
で
の
水
泳
・

星

の
観

察
・
花
火
あ
げ
な
ど
計
画

は
楽

し
く

、
一
日
の
生
活
か
。通

し

て

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
能
力
を
い

っ
そ
５
高

め
た
。

県北中
臨海学校の記

今
年
の
二
年
生
は
学
皎
統
合
に

よ
っ
て

九

組

四
四

三
名

と
な
り

、
全
学
年
同

時
に
行
く
こ
と
が
で

き

ず
、
二
班
に
分
け
て
行
く
こ
と

に
な
っ
た
二

圓
半
は
七
月
二
十
四

日
、
後
半
は
二
十
六
日

か
ら
各
二

泊
三
日
の
施

設
で
あ

る
。

松
川
浦
に
宿
舎
を
お
き
、
原
釜

を
浴
場
と
す

る
。
す
で

に
十
年
の

こ
と
な
の
で
、
宿
で

は
他
の
申
込

み
を
断
っ
て
迎
え
て
く
れ
た
。
ど

の
宿
舎
も
・利

害
を
ば

な
れ
て
の
待

遇
、
感
謝
の
外

は
な
い
。

第
一
日
の
午

後
は

先
ず

海

水

浴
、
人
の
花

が
咲
い
た
よ
う
な
酊

、

砂
浜
で
の
備
準
運
動
も
も
と
か
し

く
生
徒
達
は
海
へ
、
先
生
方
は
そ

の
無
事
を
念
じ
て
自
ら
そ
の
中
に

泳
ぎ
、
陸
で
は
双
眼
鏡

で
姿
追
い

求
め
て
勣
こ

う
と
も
し
な
い
。

二
日
目
は
島
め
ぐ
り
、
中
州
公

園
の
勝
景

を
探
り
、
長
州

の
磯

に

太
平

洋
の
怒
濤
に
接
し
、
燈

台
を

見
学
し
て
午
後
又
酊
に
泳
ぐ
、
こ

れ
が
海
水
浴
の
終
り
と
、
な
ご
り

を
惜
し
む
こ
と
し
き
り
で
あ
る
。

そ
の
夜
は
灯
台
の
灯
の
点
滅
す

る

海
浜
で
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を

楽
し
む
。

明
け
て
三
日
目
は
潮
干
狩
、
ひ

く

潮
を
追
っ
て
貝

を
拾
５
．
そ
こ

こ
こ
か
ら
あ
が
る
喜
び
の
声
、
そ

の
糜
に
え
も
の
を
見
せ
あ
う
。
日

は
よ
し
、
潮
は
よ
く
、
意
外
な
椒

り
出
し
も
の
を
み
や
げ
に
名
残
惜

ん
で
全
員
無
事
帰

路
に
っ
く
。

「
お
な
じ
仲
間

が
寝
食
を
共
に

し
て
酊

に
た
わ
む
れ

る
、
こ
ん
な

経
験
は
長
い
生
涯

に
数

多
く
あ
る

だ
ろ
う
か
、
あ
る
い
は
初
で
あ
り

終
り
で

あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
こ

れ
を
通

じ
て
生
徒
相
互
の
親
密
感

を
深
め
、
協
力

の
心
が
培
わ
れ
、

生
涯

を
通

じ
心
の
糸
で
っ
な
ぎ
合

う

こ
と
だ
ろ
う

。
」

県 北 中

剣

道

大

会
（
県
）

に

準

優

勝

中
体
連

剣
道
部
郡
大
会
に
出
場

（

保
原
・
梁
川

‘
桑
折
・
国
見
参

加

）
し
て
優
勝
し
、
八
月
一
日
郡

山
市

金
透
小
学
校
で
行
わ
れ
た
県

大
会

に
出
場
し

た
。
こ
こ
に
集
っ

た
の
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区

か
ら

選

ば
れ
た
優
勝

を
ね
ら
う
学
校
ば

か
り
で
二
十
四
校

。
わ
が
県
北
チ

Ｉ

ム
の
戦
績
は
次
の
通
り
で
、
僅

か
一
本

の
差
で
優
勝
を
逸
し

た
。

し
か
し
、
気
合
い
の
充
実
さ
と
い

い
、
礼
儀
作
法
の
正
し
さ
と
い
い
、

大
会
随
一
で
あ
る
と
の
講
評

を
受

け
た
選
手
達

は
、
次
回
の
出
場
を

目
標
に
毎
日
の
練
習
に
努
力

し
て

い
る
。

第
一
戦
　

坂
下
中
　

五
－

○
勝

第
二
戦
　

近
韋
中
　

三
－

二
勝

第
三
戦
　

小
名
浜
中
三
Ｉ

二
勝

決
勝
戦
　

勿
来
中
　

三
―
二

負

（
選
手
）
目
黒
周
一
　

朝
内
賢
光

朽
木
勝
之
　

佐
久
間
信
治
　

古

溝
忠
雄

曳
圸
君
一
位

水
泳

部
は
郡
大
会

に
優
勝
、
県
北

地
区
大
会
で
も
七
校
参
加
中
六
種

目
に
優
勝
、
他

に
入
賞
六
で
綜
合

第
一
位
の
輝
か
し
い
成
績
を
あ
げ

た
。
し
か
し
、
八
月
五
・
六
日
の

県
大
会
で
は
、
県
雨

や
浜
通
り
に

’す
ぐ
れ
た
も
の
が
あ
っ
て
綜
合
第

六
位
に
と

ど
ま
っ
た
。
し
か
し
、

一
〇
〇

メ
ー
ト
ル
自
由
型
に
お
け

る
わ
が
曳
圸
義
信
君

の
力
泳
は
め

ざ
ま
し
く
、
断
姑
他

を
引
は
な
し

て
優
勝
を
か
ざ
っ
た
。

Ｙ

Ｍ

さ

ん
に

答
え

る

(下)

他
人

の
立
場
に
な
っ

て

考
丸
ま
し
ょ
う

Ｍ

子

よ

り

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻
に
な
る

た
め
に
習

い
も

の
を
し
て
い

る

だ
ろ
う
と
申
さ
れ
ま
す
が
、
百

姓
の
娘

が
サ
ラ

リ
ー
ｙ

ソ
の
妻

に
な
る
譏
会

が
あ
つ
て
な
ら
な

い
わ
け
で
な
し
、
ま
た
百
姓
の

妻
に
、
生
花

や
洋
裁
、
あ
み
も

の
が
い
ら
な
い
と
も

考
え
ら
れ

な
い
で

し
ょ

う
。
特

に
タ
ク
ア

ソ
や
き

う
り

づ
け
だ
け
で
家
族

の
栄
養

が
充
分
だ
と
は
い
え
ま

す

ま
い
。
家
族
の
健
康
管
理
者

と
し
て
の
全
責
任
を
負
う
た
め

に
、
お
い
し
い
料
理
の
研
究
を

す
る
こ
と
が
な
ぜ
不
要

な
の
で

し
ょ
う
か
。
う

す
暗

い
住
宅
、

年
中
ぷ
Ｉ
ん
と
に
お
い
の
す

る

宅
地
、
せ
め
て
節

々
の
草
花

を

か
ざ
つ
て

生
活

に
う
る
お
い
を

Ｉ
Ｉ

こ
れ

が
な
ぜ
わ
る
い

の
で

し
よ
う
Ｏ

も
ち
ろ
ん
晨
業
生
産

の
学
習

も
し
た
く

な
い
わ
け
で

は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
、青
年
学
級

に
も
出

さ
れ
ず
、
一
番

だ
よ
り
に
す

る

青

年
団
で

は
ダ
ン
ス
や
演
劇
だ

け

に
血
道
を
あ
げ
て
、
わ
た
く

し

ど
も
が
参
加
で
き
る
生
産
学

習
の
機
会
が
は
た
し
て
一
年
に

ど
れ
だ
け
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

農
事
研
究
会
に
し
て
も
、
わ
た

く
し
た
ち
女
子
に
対
し
入
会
を

す
す
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
で

し
ょ
う
か
。
わ
た
く
し
た
ち
は

農
家
に
生
れ
、
農
家
に
育
ち
、

農
家
の
娘
と
し
て
し
つ
け
ら
れ

て
き
た
の
で
す
か
ら
、
一
応
は

農
家
の
跛
と
な
る
だ
け
の
素
養

は
で
き
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

上
更
に
女
と
し
て
の
教
養
を
少

し
で
も
多
く
身
に
つ
け
た
い
、

同
じ
百
姓
の
妻
に
な
る
に
し
て

も
、
新
し
い
農
家
の
腟
に
な
ろ

う
と
努
力
し
て
い
る
の
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
一
般
農
家

と
、
こ
れ
を
と
り
ま
く
社
会
の

実
情
は
ど
う
で
し
よ
う
。
陰
う

つ
な
人
間
関
係
を
打
開
す
る
た

め
に
、
あ
な
た
ば
ど
れ
だ
け
努

力
と

工

夫

を

さ
れ
て
い
ま
す

か
。「
可
愛
い
息
子

の
嫁
だ
し
、

死
水
を
と
っ
て
も

ら
う
大
切
な

人
だ
か
ら
、
実

の
娘
同
様
に
め

ん

ど
う
を
み
る
…
」
と
は
口
先

だ
け
、
そ
れ
も

自
分
に
都
合
よ

い
と
き
だ
け
、
実

は
だ
ま
っ
て

働
け
ば
よ
い
螳

、
ち
よ
っ
と
で

も
も
の
を
い
っ
た
ら
「
囗
さ
き

だ
け
は
た
っ
し
や
で
・：
」
と
け

な
し
て
し
ま
う
。
夫
の
話
相
手

に
な
る
た
め
に
、
ま
た
子
供
の

よ
い
し
っ
け
が
。で
き

る
よ
う
、

少
し
で
も
勉
強
し

た
い
と
思
っ

て
も
、
新
聞

、
雑
誌
や
ラ
ジ

オ
、

テ

レ
ビ
を
み
る
時
間
も
な
け
れ

ば
、
婦
人

学
級
や
母
親
教
室（

Ｐ

Ｔ

Ａ
）
に
出
席
し
た
い
と
思
っ

て
も
こ
れ
は
一
切
老
人
の
仕
事

と
き
め
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

私
ど
も
青
年
団
で
も
す
っ
か
り

語

り
つ
く
し
、
な
か

に
は
り
っ

ぱ
に
解
決
し
て
い
る
人
も
た
く

さ
ん
あ
り
、
ま
た
現
在
改
善
の

方
向

に
進
み
っ
つ
あ
る
家
庭
も

多
い
こ
と
で
七
よ
り
。
し
か
し

世
の
中
に
は
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ

か
ら
の
こ
と
か
現
実
に
経
験
し

て
い

る
先
輩
の
若
妻
た
ち
の
だ

く

さ
ん
あ

る
こ
と
を
み
と
め
な

い
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

娘

が
跛
に
な
り
、
や
が
て
姑
に

な
る
と
同
じ
く
、
男
も
ま
た
息

子

が
夫
と
な
り
親
父
に
な
る
。

こ
れ
ら
の
人
が
よ
く
話
合
い
、

お
互
他
の
立
場
に
立
っ
て
物
事

を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
教
養
を
身

に
つ
け
よ
う
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
　
　

（
終
）

『編J

『集J

F後 』

｢記 」

○
み

ん
な
で
と
し
よ
り
の
し
あ

わ
せ
を
築
き
ま
し
よ
う
・・
：
：

九
月
十
五
日
は
と
し
よ
り
の

○
ス

ポ
ー
ツ
は
見

る
も
の
で
は

な
く
行
な
う
も

の
な
り
：
：
：

十
月
八
日
は
町
民
体
育
大
会

○
完
全
休
養

は
完
全
就
業
に
通

じ
、
完
全
就
業
は
完
全
サ
ー

ビ
ス
に
通

ず
る
…
…
定
休
二

日
制

○
若
い
人
は
農
村

に
お
さ
え
て

お
く
に
は
ど
う
す

る
か
…
…

こ
れ
は
お
と
な
の
最
大
の
学

習
課
題

○
自
由
・
公
正
・
秘
密
は
選
挙

の
三
原
則

、
こ
れ
を
犯
す
人

物
や
組
織
や
慣
習
を
排
除
す
、

る
こ
と
が
公
明
選
挙
草
動
の

原
則

○
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
る
と
乗
り

お
く
れ
ま
す
わ
よ
…
…
中
央

青
年
学
級
発
足

④

と

し

よ

り

を

大

切

に

し

ま

し

よ

う
…
…
…
九

月

十

五

日

は

と

し

よ

り

の

日
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